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１．研究成果の概要 

 本研究では、従来の会計公準で想定されている企業の財務会計での収益の分析を超えて、活動時点での複式

実物データ（Point of Event Data）が社会のあらゆるところで、さまざまなスコープでのマネジメントに用い

ることが可能なことを具体的な工場の製造プロセスで示した。 

 そのために、ロット単位の生産を表す複数の製造タスクからなるマイクロプロジェクトをマネジメントの単

位とし、マイクロプロジェクトを構成する個々の製造タスクでの投入産出関係を実物簿記で測定・記述する、

実物簿記を用いたマネジメントを分析した。とりわけ物の製造（Value in Exchange）のみならず医療サービ

スのクリニカルパスを医療サービスタスクからなるマイクロプロジェクトとして捉えることで、サービスの生

産のタスクにおける投入産出もまた実物簿記で記述できることが示された。 

マイクロプロジェクトをマネジメントスコープとした、実物簿記によるマネジメントの一般性を実際の生産

プロセスを事例として示した。 

 この財やサービスの投入産出過程は実物簿記で記述されるため、生産伴い発生する金銭価値がゼロないしマ

イナスの価値を持った廃棄物や温暖化ガスも記述することが可能となる。 
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学会発表、関連書籍の購入や文具代に使用した 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 【科研費】基盤研究 C 

代数的実物簿記を用いたトランザクションデータの記録・計算・サービス利活用の研究 

2021〜2023 代表 

  

 【外部資金】 

１）富士通研究所に対して、専門的知識の供与（zoom で） 

２）三菱リサーチアソシエートに対して、専門的知識の供与（zoom で） 

３）三葉電熔社との共同研究（zoom で） 

 なおこの研究で用いた事例は、千葉商科大学で出口が代表となり三葉電熔と行っている共同研究で得られ

た。 

 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


